
解説

MTS シミュレーション計算において最も基本にな

るパラメーターは、弦をフレットに押さえた時の

「ひずみ」である。

この大きさ程度によって音程が上がってしまう度

合いは変わってしまう。 実際、弦を押さえた時

に、フレットの近くを強く押さえるとピッチはより上

ずってしまうことは容易に理解できる。

MTS シミュレーション計算において、このような不

確実なパラメーターを如何に均一な数値として

捉えるか・・・それは、システムの汎用性の観点か

ら非常に重要なファクターである。

ここは、計算に用いる「ひずみ」の定義を解説し

たものである。

結論から述べると、MTS シミュレーション計算に

用いる「ひずみ」は、このページの計算式によるも

のとした。

「弦はフレットの頂上に当たるまで押さえられ

る」・・・と仮定することで、三角形のピタゴラスの

定理から容易に「押さえた時の弦の長さ」が計算

できることと、弦を更に押し下げる・・・という不確

実なパラメーターを計算式に含める必要がなくな

る。

ただし、ここで「ひずみ」の計算を行うのに使用す

る「元の長さ Ｌ」を、 実際の開放弦長でなく、

「基準スケール長 Ｌ」とした。 その根拠は、後

述する。



解説

この図は、「弦はフレットの頂上に当たった位置よ

り さらに押し下げられる」・・・と仮定したときの

「ひずみ」の計算式を示したものである。

弦を押さえた時の弦の長さの計算は、ここに記

載されたように各部の弦長の和となる。

新しいパラメーターとしては、「押下部長さ」が導

入されている。

この場合、「ひずみ」の計算を行うのに使用する

「元の長さ Ｌ」は、 実際の「開放弦長」となる。

前ページの計算方法とこのページの計算方法に

ついて、検証を行った。

その結果を次ページに示す。



解説

このページは、＃１弦の検証結果を示したもので

ある。

その（１）は、「弦はフレットの頂上に当たるまで押

さえられる」・・・と仮定したときの ひずみ Δε の

計算結果を示す。

その（２）は、「弦はフレットの頂上に当たった位置

より さらに押し下げられる」・・・と仮定し、「押下

補正量 δ」を 0.2-0.3mm として 弦長合計 を

計算し、ひずみ Δε を計算したものである。

「押下補正量δ」が 0.2-0.3mm の時、ひずみ

Δε の計算結果は全く同じ値となった。



解説

このページは、＃６弦の検証結果を示したもので

ある。

その（１）は、「弦はフレットの頂上に当たるまで押

さえられる」・・・と仮定したときの ひずみ Δε の

計算結果を示す。

その（２）は、「弦はフレットの頂上に当たった位置

より さらに押し下げられる」・・・と仮定し、「押下

補正量 δ」を 0.3-0.5 mm として 弦長合計

を計算し、ひずみ Δε を計算したものである。

「押下補正量δ」が 0.3-0.5 mm の時、ひずみ

Δε の計算結果はほとんど同じ値となった。

「ひずみ」の計算方法は、次ページの方法とする

こととした。



解説

このページは、MTS シミュレーション計算で使用

する「ひずみ」の計算方法を示したものである。

コメントを参照してください。
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